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本日の内容 

 地理空間情報とは、 

 基盤地図情報とは？ 

 衛星測位とは？ 

 地理空間情報活用推進の取り組み 

 地理空間情報活用推進基本計画について 

 基盤地図情報の整備・提供 

 地理空間情報ライブラリー 

 電子国土ポータルについて 

 活用事例 

 数値地図（国土基本情報）について 

 電子地形図２５０００について 

 G空間EXPO2013の開催 

 Webサイトの事例 

 （参考）関連サイトの紹介 
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地理空間情報とは、 

地理空間情報とは、 
 

 次の情報からなる情報をいう。 
 

１．空間上の特定の地点又は区域の位置を示
す情報（当該情報に係る時点に関する情報
を含む。） 

 

２．上記の情報と、上記の情報に関連付けら
れた情報からなる情報 

 
(地理空間情報活用推進基本法（平成１９年法律第６３号平成１９年８月２９日施行) 第２条第１項より) 
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地理空間情報は、どのように使われてるのか 

地理空間情報は、行政機関等の計画・立案
・実行の際に利用されている。 

また、インターネット、スマートフォン、
カーナビゲーションシステム等で地図、空
中写真画像、衛星画像などを見たり、利用
することができる。 

 

スマートフォン 

カーナビ 

地形図などの地図情報 4 

http://maps.google.co.jp/ 

インターネットでの地図や空中写真画像 



地理空間情報を使用するには？ 

地理空間情報(地図・空中写
真・統計データなど)を研究
者・専門家・国や地方自治体
・企業は、地理情報システム
(ＧＩＳ)を用いて使用する。 
 

「地理情報システム(ＧＩＳ)」とは 
 地理空間情報の地理的な把握又は
分析を可能とするため、電磁的方
式により記録された地理空間情報
を電子計算機を使用して電子地図
（電磁的方式により記録された地
図をいう。）上で一体的に処理す
る情報システム（地理情報システ
ム） 

地理情報システム（ＧＩＳ） 
Geographic Information System 

様々な情報の関連性が一目でわかり、 

総合的な対策を考えることができる 

(地理空間情報活用推進基本法（平成１９年法律第６３号平成１９年８月２９日施行) 第２条第２項より) 
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基盤地図情報とは？ 

基盤地図情報とは、 
 

  地理空間情報のうち、電子地図上にお
ける地理空間情報の位置を定めるための基
準となる測量の基準点、海岸線、公共施設
の境界線、行政区画その他の国土交通省令
で定めるものの位置情報（国土交通省令で
定める基準に適合するものに限る。）であ
って電磁的方式により記録されたもの 

(地理空間情報活用推進基本法（平成１９年法律第６３号平成１９年８月２９日施行) 第２条第３項より) 
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基盤地図情報とは？ 

地理空間情報の位置を
定めるための基準となる
情報 

国土交通省令で定められ
た項目(13項目)の情報 

全国が継ぎ目無く結合さ
れた情報（シームレスな
データ） 

インターネット上で、原則
無償提供（閲覧、ダウンロ
ード）される情報 

基盤地図情報の項目イメージ 

基盤地図情報閲覧サービス 

標高データ閲覧サービス 7 



衛星測位とは？ 

衛星測位とは、 
 

人工衛星から発射される信号を用いてする
位置の決定及び当該位置に係る時刻に関す
る情報の取得並びにこれらに関連付けられ
た移動の経路等の情報の取得 

 
 準天頂衛星システム
とは、衛星が常にほぼ
真上に見えることによ
り、山間地、都市部ビ
ル陰等に影響されず、
全国をカバーする高精
度の測位サービスの提
供を実現する。 

(地理空間情報活用推進基本法（平成１９年法律第６３号平成１９年８月２９日施行) 第２条第４項より) 
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取り組みの経緯 

平成7年1月17日  阪神・淡路大震災 発生 

平成7年9月   地理空間情報システム(GIS)関係省庁連絡会議」設置 

平成12年5月   米国国防省によりSA(Selective Availability)が解除   

       GPS測位精度が大幅改善 

平成17年9月   「測位・地理情報システム等推進会議」設置 

平成19年5月   『地理空間情報活用推進基本法』成立 

平成20年4月   「地理空間情報活用推進基本計画」策定 

平成20年6月   「地理空間情報活用推進会議」に改称 

平成20年10月   「地理空間情報産学官連携協議会」設置 

平成23年3月11日 東日本太平洋沖大震災が発生 

平成24年3月        新たな「地理空間情報活用推進基本計画」策定 
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地理空間情報活用推進に関する政府の体制 
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○ 地 理 空 間 情 報 活 用 推 進 会 議 
議  長：内閣官房副長官（政務及び事務） 
議長代理：内閣官房副長官補 
副 議 長：内閣官房、内閣府、総務省、文部科学省、経済産業省、国土交通省の各担当局長級 
構 成 員：その他の関係省庁局長級（国土交通省国土地理院長） 

○地理空間情報活用推進会議 幹事会 
議  長：内閣官房内閣審議官 
議長代理：内閣官房内閣参事官(内政・外政担当） 
副 議 長：内閣官房、内閣府、総務省、文部科学省、経済産業省、国土交通省の各担当課長級 
構 成 員：その他関係省庁課長級（国土交通省国土地理院企画部長） 

○地理情報システムワーキンググループ 
議  長：内閣官房内閣参事官(内政・外政担当）   
議長代理：国土交通省国土政策局国土情報課長 
副 議 長：国土交通省大臣官房技術調査課長 
     国土交通省国土地理院企画部長 
構 成 員：その他関係省庁課長級 

○個人情報保護・知的財産 
に関する検討チーム 

議  長：国土交通省国土情報課長 
議長代理：国土交通省国土地理院企画部長 
構 成 員：その他関係省庁課長級 
（国土地理院企画部地理空間情報企画室長） 

○衛星測位ワーキンググループ 
議  長：内閣官房内閣参事官 
議長代理：内閣官房内閣参事官(宇宙開発戦略本部事務局) 
副 議 長：内閣府、総務省、外務省、文部科学省、   
     経済産業省、国土交通省の各担当課長 
構 成 員：その他関係省庁課長級 
     （国土交通省国土地理院企画部長） 

○国の安全 
に関する検討チーム 

議 長：内閣官房内閣参事官 
   （安全保障・危機管理担当） 
構成員：その他関係省庁課長級 
（国土交通省国土地理院企画部長） 

○基盤地図情報整備・更新 
に関する検討チーム 

議 長：国土交通省国土地理院企画部長   
構成員：その他関係省庁課長級 

地理空間情報活用推進会議 http://www.cas.go.jp/jp/seisaku/sokuitiri/index.html 



地理空間情報活用推進基本法と基本計画 

 平成19年５月 地理空間情報活用推進基本法 成立・公布 

 

 
 

 平成20年４月 地理空間情報活用推進基本計画（閣議決定） 
 政府及び産学官が一体となって地理空間情報「高度活用社会」を目指す 

 計画期間：平成23年度末まで 
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引き続き、これらの課題を適切に解決するための政府の取組が重要 

計画によって実現したこと 
・基盤地図情報の概成 

・準天頂衛星初号機「みちびき」の打ち上げ 

・産学官の連携の確立(Ｇ空間ＥＸＰＯの開催) 

・個人情報保護や二次利用促進のためのガイドラインの整備 

この間の社会の変化 
・スマートフォン等のＩＴ技術の進歩と社会への普及 

・測量・測位技術の高度化・高精度化 

・衛星測位を巡る海外の取組の進展 

・東日本大震災への地理空間情報の対応 

築かれた土台を更に 
社会に広く活かしていくことが 

必要 

新たな地理空間情報活用推進基本計画を閣議決定（平成24年3月27日） 

従来の計画で想定しえなかった 
新たな課題が発生 

• 国民が安心して豊かな生活を営むことができる経済社会を実現する上で、地理空間情報を高度に
活用することを推進することが極めて重要(第一条) 
• 政府は、地理空間情報の活用の推進に関する基本的計画を策定しなければならない(第九条) 



地理空間情報高度活用社会（G空間社会）を目指して 

国土の利用、整備及び保全の推進、 
災害に強く持続可能な国土の形成 

誰もがいつでもどこでも必要な地理空間情報を使ったり、高度な分析に基づく的確な情報を入手し行動できる社会 

国土のよりよいマネージメント 

変化する国土の状況が適時適切に把握可能になる
とともに位置や時間による切り口で様々な解決が
可能となる 

新たなサービス・産業の創出 

経済や社会に新たな活力 

屋内外問わず、位置をキーとした様々な情報の融
合が可能となることにより、新たなサービスや産
業が生まれる。 

安全・安心で質の高い暮らしの実現 

安全・安心な暮らし・生活利便性の向上 

身の回りの様々な情報が、場所と結びつけられ的
確な行動や対応を可能とする。 

行政の効率化・高度化新しい公共の推進 

多様な主体との連携促進、地域の活性化 

行政事務で取り扱う、地域に関する多くの情報が
地理空間情報として効率的に共有化され、活用さ
れる。 

地理空間情報を整備し、ＧＩＳや衛星測位によって、その活用を促進、高度化することにより、安全・安心で豊かな社会を目指す 
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新たな基本計画における４つの基本的方針 
平成24年度より5年間の取り組みの柱となる４つの方針 

 

東日本大震災か
らの復興、災害
に強く持続可能
な国土づくりへ
の貢献 

 地理空間情報の社会へのより深い浸透と定着 

社会的ニーズに応じた 
持続的な地理空間情報の整備
と新たな活用への対応 

実用準天頂衛星システムの 
整備、利活用及び海外展開 

利用者にとって価値のある使いやすい 
情報を、適切に整備・更新する 

地理空間情報の活用手段・活用範囲を
更に拡大する 

実用準天頂衛星システムの整備に 
可及的速やかに取り組む 

社会全体における活用推進 ＝ Ｇ空間社会へ 

国が率先して活用することにより、社会全体における活用拡大を図る 

社会全体における情報の共有・相互 
利用のための仕組みを整備する 

人材の育成、普及啓発、関係
者間の連携強化を図る 

速やかな復旧・
復興に資する地
理空間情報を整
備・提供する 

産業界と連携した積極的な利活用
と海外展開を図る 

各府省が連携した具体的な施策によって、これら４つの方針の実現を目指す 

今後想定される
災害に備え地理
空間情報を整備
・活用する 

方針
４ 

方針
２ 

方針
１ 

方針
３  
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適切な地理空間情報の整備・更新 活用手段・活用範囲の更なる拡大 

電子国土基本図等の陸域・海域の基礎的な地図情報等の整備推進 

地名等の地理識別子の体系
的な整備とコード化の推進 

電子地図の基準となる基盤地図情報等の整備・更新 

場所を表す新たな仕組みや
基盤の整備 

屋内外シームレス位置情報基盤の整備 

屋内 屋外 

各整備主体が連携した 
標高データの整備 

統計情報 

主題情報 

空中写真、衛星画像等 

陸域の基本図 
（電子国土基本図） 

海域の地理空間 
情報（海図等） 

国土管理等に重要な 
項目の適切な更新 

電子基準点等による 
地殻変動の詳細把握 

方針１：地理情報システム（GIS）に関する施策 

 利用者にとって価値のある使いやすい地理空間情報を適切に整備・更新 
 国、地方公共団体及び民間事業者は、自ら保有する情報の電子化を進め    
   る 
 電子地図の基準として基盤地図情報等を利用 
 社会一般に対して広く提供すべき情報については、インターネットを利 
   用して可能な限り無償または低廉(ていれん)な価格で提供 

 様々なモノを識別し、空間上の位置と結び付けるための情   
 報を体系的に整備 
 屋内外でのシームレスな測位基盤の整備や位置情報サービ 
 スの展開に向けた取り組みを進める 
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方針２：衛星測位に関する施策 

実用準天頂衛星システムの整備の推進等 
 

実用準天頂衛星システム等の利活用の推進 

実用準天頂衛星システムの活用の推進、アプリ
ケーションの開発などを通じた、積極的な利活
用を促進する 

各分野において産業界との連携を図る 
 

実用準天頂衛星システムの海外展開と国際協力の推進等 
実用準天頂衛星システムの海外展開を推進するため、産業界と連携を図りながら、 
 国際標準化等の環境整備、監視局の設置・運用、人材育成、アジア太平洋地域に 
 共通する課題に対応した各種アプリケーション開発等に関する国際協力を総合的 
 に進める 
米国等と、全世界的衛星測位システム(GNSS)の開発及び利用における国際連携、 
 他国GNSSとの共存性・相互運用性の向上を図る 

観光案内 ＩＴ農業 測量 

8時間

16

時
間

ビルによる
遮へい

準天頂衛星

衛星から直接

受信が可能

ＧＰＳ等

 実用準天頂衛星システムは、2010年代後半を 
 目途に、まず４機体制を整備し、将来的には持  
 続測位が可能となる７機体制を目指す 

準天頂衛星は、ビル陰等
の影響を受けにくい 

準天頂衛星システム 
(地上） 

準天頂衛星システム 
(宇宙システム） 

準天頂衛星システム利用者 
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方針３：地理空間情報の社会へのより深い浸透と定着(1) 

国土の利用、整備及び保全の推進、 
災害に強い国土の形成 

 国有林地理情報システムの運用 
 地方公共団体における、森林ＧＩＳの整備 
 生物多様性等の環境保全・保護へのＧＩＳの活用 
 資源に関する情報の整備等にＧＩＳを活用 

 

安全・安心で質の高い暮らしの実現 
 犯罪情報分析におけるＧＩＳの活用 
 １１０、１１８、１１９番等緊急通報における衛星測位
の活用 

 衛星測位を活用した航空交通、海上交通の安全確保 

 

行政の効率化・高度化新しい公共の推進 
統合型ＧＩＳや自治体クラウドにおけるＧＩＳの
推進 

国有財産情報公開システム、環境ＧＩＳ、統計Ｇ
ＩＳ等の運用及び国民への情報提供 

新たなサービス・産業の創出 
 農作業の軽労働化に向けた農業自動化システムの開発 
 省エネルギーのためのＩＴＳの実用化を促進 
 ユニバーサル社会に対応した歩行者移動支援 

 

国が自ら、公共施策の実施や行政事務の遂行において 
ＧＩＳや衛星測位の活用を積極的に推進 

社会全体の 
利活用を主導 
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方針３：地理空間情報の社会へのより深い浸透と定着(2) 

地理空間情報の共有と相互利用の推進 
 

国や地方公共団体など、多様な主体によって整
備された地理空間情報を相互利用が可能となる
仕組みを構築 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

適切な整備・流通・利用のためのルールの整備 
 

 標準化の推進 
 個人情報保護、データの二次利用等への配慮 
 国の安全への配慮 

関連主体の推進体制、連携強化 
政府が一体となった施策の推進と体制整備 
国と地方公共団体等との連携強化 
産学官連携の推進 

研究開発の戦略的推進 
国の科学技術戦略の一部として体系的に実施 

知識の普及・人材育成等の推進 
 引き続き、産学官の連携によりＧ空間ＥＸ
ＰＯを開催 

 活用推進を担う 
 人材を育成 

 
 

 海外展開、国際的な取組との連携 
 実用準天頂衛星システムのアジア太平洋地域
への展開 

 他の技術とのパッケージ化、 
 海外へのソリューションの 
 展開 
 国際会議やプロジェクト等へ 
 の積極的参画 

測量成果 
基盤地図情報 

その他、国・地方公共 
団体が整備する情報 

民間が保有 
する情報 

防災に関する情報 

大学・研究機関 
が保有する情報 海域の情報 

情報共有 
(検索・入手等窓口) 

衛星画像 

利用者 

ワンストップ 

17 



方針４：東日本大震災からの復興、災害に強い国土づくり 

今後の災害に備えた防災・減災に 
役立つ地理空間情報の整備・流通・活用 
 

東日本大震災からの復興のための 
地理空間情報の整備 

災害時における確実で効果的な活用のための 
システムの整備 

震災後の空中写真により災害復興計画基図を作成 

データ変換等により成果のズレ
を補正、補正が困難な地域は再
調査 

地籍調査実施中・実施済の地域 

官民境界の調査等を国が実施 

地籍調査未実施の地域 

 総合防災情報システム
の機能拡充、利用拡大 

 発災時の地理空間情報
の迅速かつ確実な取得
と提供 

 大規模災害時における
地理空間情報の提供及
び二次利用に関する具
体的なルールのあり方
の検討 

デジタル標高地形図 

情報共有・連携 

被災地域の速やかな復旧・復興に資する地理空 
 間情報の整備推進 
地震や津波により土地境界が不明確になった地 
 域における地籍再調査等の支援 

火山地質図等の電子化 

災害に強く持続可能な国土のための情報の整備 

 地殻変動の把握や監視技術の高度化 

 災害に強い国土の基盤となる地理空間情報の整備 

18 



（参考） 

内閣官房ホームページ 
  トップ＞政策課題＞地理空間情報活用推進会議＞地理空間情報活用推進基本
計画 

http://www.cas.go.jp/jp/seisaku/sokuitiri/tirikuukan-keikaku.html 

 国土地理院ホームページ 
  トップ（画面左 国土地理院紹介)＞地理空間情報活用推進基本法・基本計画 

http://www.gsi.go.jp/kihonhou.html 

 

  トップ(国土地理院からのお知らせ)> 2012年 報道発表資料 > 新たな「地理空間情
報活用推進基本計画」について ―Ｇ空間社会の実現を目指して―(2012年3月27
日)  

  http://www.gsi.go.jp/chirikukan/chirikukan60005.html 
19 

地理空間情報活用推進基本計画は、 

インターネットで公開されています 



基盤地図情報の整備・提供 

20 

25000レベル提供地域 
  平成20年 6月提供：全国 
 (北方４島は50000レベル相当) 

2500レベル提供地域 

  （平成25年1月31日現在） 

  提供市区町村数 1,221市区町村 

  提供面積  約12.0万 km2 

 

2500レベル提供中 

25000レベル提供中 

都市計画区域 



基盤地図情報(標高データ)の提供状況 

5mメッシュ航空レーザ 

5mメッシュ写真測量 

5mメッシュ(公共測量による航空レーザ） 

10mメッシュ 

北方4島は250mメッシュ 

5mメッシュ 
 （平成24年10月1日現在） 
 基本測量による航空レーザ、写真測量 
  提供済み面積 約10.7万k㎡ 

10mメッシュ 
  全国提供済み 
（北方４島は250mメッュ） 

5mメッシュ 
 （平成24年3月28日公開） 
公共測量による航空レーザ測量 

主に１級河川沿いを整備 
提供面積 約13.4万k㎡ 

21 



ここをクリック！ 
電子国土ポータル「空中写真を見る」
で公開（国土の約19万k㎡を公開）  

22 

基盤地図情報（オルソ画像）提供状況 
基本計画方針１ 

 



利用例：災害発生前後の空中写真新旧比較図 

災害発生前（昭和59年11月撮影） 災害発生後（平成23年3月12日撮影） 

 災害発生前と災害発生後の同じ範囲の空中写真を比較することで、どのよう
な被災状況なのかを把握することができます。 
 下の写真は、東日本大震災の際に被災した東松島市野蒜海岸周辺の年代の異
なる空中写真の新旧比較です。 
 この例では、家屋の流出や浸水した範囲などを確認することができます。 

比較している 

空中写真の範囲 

23 



地理空間情報ライブラリー 

インターネ
ットを利用
した「仮想
的な図書館
」として 

  

国土地理院
の地図・空
中写真の基
本測量成果
及び登録さ
れている国
・地方公共
団体が整備
した公共測
量成果が閲
覧・検索で
きます。 

24 

http://geolib.gsi.go.jp/list 
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地理空間情報カタログ(1) 
区分 成果品名 URL 概要 仕様等 整備範囲 提供方法 

1.基準点等 

基準点成果等閲覧
サービス  

http://sokuseikagis1.
gsi.go.jp/  

三角点・水準点の成果
を閲覧できるサービス 

－ － － 

高精度地盤変動測量 
（干渉SAR)監視年報  

http://vldb.gsi.go.jp/
sokuchi/sar/result/d
ata_report.html  

干渉SARによる定常
解析や緊急解析の結果
を取りまとめた報告書 

－ － HPから閲覧 

験潮データ  
http://tide.gsi.go.jp/i
ndex.html  

長い期間連続観測して
蓄積した潮位データ 

－ － 
HPから閲覧、
ダウンロード 

2.電子国土
基本図及び
基盤地図情
報 

数値地図（国土基本
情報）  

http://www.gsi.go.jp
/kibanjoho/kibanjoh
o40027.html  

地図情報、数値標高
データ、地名情報をま
とめたデータ 

2次メッシュ（2万5千
分1地形図の図郭単位）
及び、都道府県 

デジタル
（GML、
シェープファイ
ル） 

全国 

・オンライン提
供（有償） 
・DVD版（有
償） 

電子地形図25000  
http://www.gsi.go.jp
/kibanjoho/kibanjoh
o40030.html  

欲しい場所を欲しい大
きさで自由に切り取っ
たり、地物の表現を選
択したりすることがで
きる地図 

任意図郭（画像サイズ
はA0、A1、A2、A3、
A4、印刷方向は縦/横
から選択可能） 

デジタル
（GeoPDF、
TIFF＋TFW、
JPG＋JGW） 

全国 
オンライン提供
（有償） 

電子国土基本図（地
図情報）  

http://www.gsi.go.jp
/kibanjoho/mapinfo_
what.html  

国土の全域を覆うデジ
タル形式の地図情報 

新たな国の基本図デー
タ 

デジタル 全国 HPから閲覧 

電子国土基本図（正
射画像）  

http://www.gsi.go.jp
/gazochosa/gazoch
osa40001.html  

地図として使える空中
写真 

地上画素寸法２０ｃｍ 
地上画素寸法４０ｃｍ 

印画紙／デジタ
ル（TIFF） 

平野部
等１９
万k㎡ 

・HPから閲覧 
・刊行（有償） 

電子国土基本図（地
名情報）  

http://www.gsi.go.jp
/kihonjohochousa/c
himeijoho.html  

地域や場所の名称を表
す情報 

居住地名、自然地名、
公共施設、信号交差点
データ 

デジタル（CSV、
シェープファイ
ル） 

全国 
HPからダウン
ロード（無償） 

基盤地図情報 
(2500レベ
ル,25000レベル)  

http://www.gsi.go.jp
/kiban/index.html  

我が国の位置の基準を
与える骨格情報 

○JIS規格又は国際規格
に適合 
○国土交通省令で定め
られた海岸線、道路縁、
建築物の外周線等の１
３項目 

デジタル
（JPGIS、
GML） 

全国  
HPからダウン
ロード（無償） 

基盤地図情報 
(数値標高モデル5m、
10m)  

http://www.gsi.go.jp
/kiban/index.html  

全国の標高のデータ 数値標高モデル 
デジタル
（JPGIS、
GML） 

全国  
HPからダウン
ロード（無償） 
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地理空間情報カタログ(2) 
区分 成果品名 URL 概要 仕様等 整備範囲 提供方法 

3.空中写
真 

空中写真  
http://archive.gsi.go.jp/
airphoto/  

70年以上にわたる
国土の記録 

縮尺１万～４万 
印画紙／デ
ジタル
（TIFF） 

全国  
・HPから閲覧 
・刊行（有償） 

4.地図等 

災害復興計画基図  
http://www.gsi.go.jp/ki
banjoho/kibanjoho420
00.html  

東日本大震災の被災
地復興のための計画
基図 

2500レベル 
(一部5000レヘﾞ
ル） 

デジタル
（DM） 

(2500レ
ヘﾞル）
5,300k㎡
2,346面 
(5000レ
ヘﾞル）65
面   

オンライン提供 
(有償） 

２万５千分の１地形図 
数値地図25000（地
図画像）  

○刊行地図 
http://www.gsi.go.jp/M
AP/index.html 

国土の全域を覆う最
大縮尺の地図 

柾判 
紙/デジタル
(TIFF） 

全国 刊行（有償） 

２０万分の１地勢図 
数値地図200000
（地図画像）  

○数値地図 
http://www.gsi.go.jp/M
AP/CD-
ROM/cdrom.htm  

２０万分１の地図 柾判 
紙/デジタル
(TIFF） 

全国 刊行（有償） 

旧版地形図  
http://www.gsi.go.jp/M
AP/HISTORY/5-25-
index5-25.html  

過去の地図（明治時
代から土地の履歴を
記録） 

現在刊行されている
地図を除く 

紙 全国 謄本交付 

土地条件図 
数値地図25000（土
地条件）  

http://www.gsi.go.jp/bo
usaichiri/lc_index.html  

液状化、浸水被害な
どのリスクを予測に
使える地図 

2万5千分の1 紙/デジタル 161面  
・刊行（有償） 
・HPからの閲覧 

湖沼図  
http://www1.gsi.go.jp/g
eowww/lake/index.html  

湖底の地形図 1万分の1 紙/デジタル 
79湖沼、
129面  

・複写図の頒布
（有償） 
・HPからの閲覧 

火山基本図  
http://www1.gsi.go.jp/g
eowww/Volcano/volca
no.html  

詳細な火山地形を読
み取ることの出来る
地形図 

5千分の1、1万分
の1 

紙/デジタル 33火山  
・刊行（有償） 
・HPからの閲覧 

火山土地条件図  
http://www1.gsi.go.jp/g
eowww/Volcano/volca
no.html  

過去の火山活動によ
り形成された地形や
噴出物の分布を表示
した地形分類図 

1万分の1～5万分
の1 

紙/デジタル 19火山  
・刊行（有償） 
・HPからの閲覧 

治水地形分類図  
http://www1.gsi.go.jp/g
eowww/lcmfc/lcmfc.ht
ml  

治水対策のために作
成した地図 

2万5千分の1 紙 854面  
・出力図（有償） 
・HPからの閲覧 
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地理空間情報カタログ(3) 

区分 成果品名 URL 概要 仕様等 整備範囲 提供方法 

5.Webサービ
ス 

電子国土webシス
テム  

http://portal.cyberja
pan.jp/  

国土地理院が提供する
Web地図システム 

－ － － 

標高がわかるWeb
地図  

http://saigai.gsi.go.j
p/2012demwork/c
heckheight/index.ht
ml  

津波対策等のために精
密な標高がわかるWeb
地図 

－ － ・HPにおける利用 

ハザードマップ
ポータルサイト  

http://disapotal.gsi.
go.jp/  

全国の市区町村が作成
した様々な災害のハ
ザードマップを閲覧で
きるサイト 

－ － － 

測量計算プログラ
ム 
座標補正
(PatchJGD)  

http://vldb.gsi.go.jp/
sokuchi/surveycalc/
main.html  

地震等による地殻変動
を補正するプログラム 

プログラム － － ・HPにおける利用 

座標変換プログラ
ム【TKY2JGD】  

http://vldb.gsi.go.jp/
sokuchi/surveycalc/
main.html  

古い測量データを変換
するプログラム 

プログラム － － ・HPにおける利用 

測地プログラム 
【日本ジオイド
2000】  

http://vldb.gsi.go.jp/
sokuchi/geoid/calcg
h/calcframe.html  

任意の経緯度からジオ
イド高を求めるプログ
ラム 

プログラム － － 
・HPにおける利用 
・プログラムのダウ
ンロード 



電子国土ポータルサイトの入口 
http://portal.cyberjapan.jp/site/mapuse2/index_ortho.html 

空中写真を見る 

http://saigai.gsi.go.jp/2012demwork/checkheight/index.html 

標高がわかるＷｅｂ地図 

http://portal.cyberjapan.jp/site/mapuse2/index.html 

プラグイン版を利用する方はここから 

http://portal.cyberjapan.jp/ 
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http://portal.cyberjapan.jp/site/mapuse2/index.html 

地図を見る 

国土地理院ホームページ 
http://www.gsi.go.jp/   

電子国土ポータルの入口 



電子国土ポータルサイト 地図を見る 

地図を見る 

クリックす
る 

拡大
する 

拡大
する 

更に拡大
すると 

基盤地図情報縮尺レベル２５００が表示される 
29 



電子国土ポータルサイト 空中写真を見る 

※地図同様、作図パ
ネルによる記入・保
存ができます。 

30 

クリックすると 

空中写真を見る 



電子国土ポータルサイト 標高わかるWeb地図 

標高を知りたい場所
にマウスを持って行
き、右ボタンをク
リックすると標高地
が表示される。 

31 

クリックすると 

標高のわかるWeb地図 



誰でも利用できる電子国土Webシステム 

32 

HTMLとJavaScriptの知識があれば
、どなたでも「電子国土」サイトを作れ
ます。 
Webページはもちろん、イントラネッ
トでも利用できます。 
GISソフトや背景地図の準備がいりま
せん。 
公開・非公開を問わず、電子国土サイ
トを作った場合にはお知らせください。 
電子国土Webシステム利用規約をお読
みいただき、同意の上、電子国土ソフト
ウェア及び技術文書をダウンロードして
ご利用ください。 
技術情報の全部又は一部を論文、Web
ページ等へ引用又は転載する場合は、出
所を明示（「電子国土Webシステム技術
情報」）してください。 



活用事例(1)：地質図Navi 

地質図Navi  
https://gbank.gsj.jp/geonavi/ 

33 



活用事例(2)：FieldAccess 

http://dendrocopos.jp/fieldaccess/ 

34 



活用事例(3)：カシミール3D 

35 

カシミール３Ｄ 

http://www.kashmir3d.com 



電子国土ポータルのお問い合わせは 

電子国土ポータルサイトに関するお問い合わせは、 
 http://portal.cyberjapan.jp/portalsite/mailform/index.html 

にて、お願いします。  

36 



数値地図（国土基本情報）と電子地形図２５０００について 

•国土地理院の電子地形図25000等にお
いて、地形図作成データの一部不具合に
より、表示が不適切となっている事象が
確認されましたの で、販売を一時見合
わせさせていただきます。 

•なお、既にご購入いただいたお客様へは
、販売再開後、修正後のデータをご提供
させていただく予定です。 

 
• http://dkgd.gsi.go.jp/dkgx/page1.htm 

37 



数値地図（国土基本情報）について 

数値地図（国土基本情報）は、これまで
国土地理院が整備してきた、基盤地図情
報、数値地図シリーズ（空間 データ基盤
、行政界・海岸線、地名・公共施設）及
び数値標高データ（5m,10m,50m メッ
シュ）をすべて統合し、さらに地図表現
に必要な各種のデータ項目を加え、多様
な属性情報も持たせた、総合的な地理空
間情報です。 

38 



数値地図（国土基本情報）の特徴 

 地図情報、地名情報、メッシュ標高情報、付属資料の４種類の情報を
提供します。（北方領土は地図情報、付属資料のみ） 

 

地図情報は、電子国土基本図（地図情報）として整備している国土の全
域を覆うデジタル形式の情報です。地図情報には、基盤地図情報およ
び基盤地図情報に整合した真位置・高精度の地理空間情報が含まれま
す。 

 

地名情報は、電子国土基本図（地名情報）として整備している情報で、
地域や場所の名称を表す身近な情報であるとともに、地理空間情報を
利活用する上で位置を検索する鍵となる基本的な情報です。 

 

メッシュ標高情報には、基盤地図情報として提供している5mメッシュ
標高・10mメッシュ標高に加え、50mメッシュ標高のデータが含ま
れています。 

 

付属資料は、地図情報以外の項目で、目的に応じ重ね合わせて活用可能
な情報項目です。旧来の２万５千分１地形図の情報に基づいて作成し
ていますが、データの確認・更新がなされていないものもあります。 39 



数値地図（国土基本情報）の刊行形式・価格等 

刊行形式は、 

  ≫オンライン提供（１図葉単位） 

  ≫DVD版 （都道府県（北海道は振興局）単位） 

価格は、 

  ≫オンライン提供：１図葉 170円 （消費税込） 

  ≫DVD版：１枚 7,500円 （消費税込） 

座標系は、世界測地系 

図郭単位は、２次メッシュ単位  

刊行範囲は、全国４４２５ファイル（2013年4月05日現在） 

データ形式は、   

  ≫JPGISに準拠した符号化（GML）形式 

  ≫シェープファイル形式 
40 



数値地図（国土基本情報）の刊行範囲 

１
図
葉
（二
次
メ
ッ
シ
ュ
１
面
）の
範
囲 

41 

 オンライン提供 （１図葉単位）の刊行 地区名 刊行日 ＤＶＤ枚数 図葉数 

北海道地区 平成24年8月30日              7         1,187  

東北地区 平成25年4月5日              6           915  

関東地区 平成25年4月5日              7           530  

北陸地区 平成25年2月28日              4           367  

中部地区 平成25年4月5日              6           665  

中国地区 平成25年4月5日              6           388  

近畿地区 平成25年2月28日              5           501  

四国地区 平成24年10月30日              4           319  

九州地区 平成25年1月31日              7           774  

沖縄地区 平成24年10月30日              1           118  
計            53         5,764  

※なお、北海道地区は北方領土を除く 



数値地図（国土基本情報）の出力例 
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位置精度2500分１相当の地域 

（知床斜里駅周辺） 

位置精度25000分１相当の地域 

（茶内駅周辺） 

ビューアによる出力例 



電子地形図２５０００購入画面 
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http://dkgd.gsi.go.jp/dkgx/page1.htm 



電子地形図25000の価格 

電子地形図２５０００の価格 
 ≫オンライン提供  

  ・A2・A3・A4  １画像 170円（消費税込） 

  ・Ａ１（Ａ２、2面分貼り合わせ） 1画像 ３４０円（消費税込） 

  ・Ａ０（Ａ２、４面分貼り合わせ） 1画像 ６８０円（消費税込） 

※注意事項 
 購入者自身が地図作成サイトを操作し、地図を作成する必要があります

。 

 サーバーの不具合等によるデータエラー以外の返品は受け付けません。 

 広い範囲の利用には適していません。 

 本製品は、注文を受けてから製品を作成するため、サーバーの混雑具合
や注文数により、注文から  

 ダウンロードURLをお知らせするメールの通知までには30分～数時間程
度を要します。 
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電子地形図25000の地図 
縦 
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電子地形図２５０００（2次メッシュ定型版）の仕様・価格 
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仕様 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

価格：１図葉 170円 （消費税込） 

図郭サイズ 2次メッシュ（緯度方向5分、経度方向7分30秒）固定 

図式 平成24年電子地形図25000図式 

画像形式 TIFF形式（24ビットフルカラー、１レイヤー） 

解像度 508dpi（1画素50μ m） 

座標系 世界測地系に基づくUTM座標系 

付属ファイル ワールドファイル、管理ファイル（地図画像と同型式） 

地物表現の
設定 

高速道路は緑色、国道番号は国道標識、鉄道記号は、JRは旗竿記
号、JR以外の私鉄は私鉄記号、計曲線・主曲線は褐色で表現されま
す。また、送電線、発電所、電波塔、記念碑、植生界、樹木に囲まれ
た居住地は表示されますが、崖部の主曲線・計曲線は表示されませ
ん。 



電子地形図２５０００（2次メッシュ定型版）の出力例 

47 



数値地図（国土基本情報）及び電子地形図２５０００の 
オンライン提供（購入）に関するお問い合わせ先は  

  一般財団法人 日本地図センター ネットサービス部 

  〒153-8522 東京都目黒区青葉台4-9-6 

  TEL：03-3485-5416 

  URL：http://net.jmc.or.jp/  

 

  数値地図等の内容について(国土地理院 各数値地図担当) 

  ご質問は、こちらの「お問合せフォーム」からお願いし
ます。 
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関係ホームページに「問い合わせ」
窓口がありますのでご利用下さい 



 名 称  

会 期  

会 場 （東京都江東区青海2丁目3-6） 

入場料  

 



（注意）各イベントの名称、主催者、実施内容については、現在検討中の案であり、今後変更されることがあります。 

主催者： 
G空間EXPO2013運営協議会 

  「G空間社会って何?」という
疑問にお答えします 
 
  G空間EXPOの導入部とし
て、私たちの身近にあるG空間
情報を利用している製品や
サービス等を紹介するとともに、
これらを支える仕組み等を分か
りやすく説明します 
 
  G空間社会を牽引する各界
のプレーヤーや、多彩なゲスト
によるさまざまなステージプロ
グラムや体験アクティビティを
実施します 

社団法人日本測量協会 
一般社団法人全国測量設計業協会連合会 

一般社団法人日本測量機器工業会 
公益財団法人日本測量調査技術協会 

  企業・団体・機関等の展
示・体験イベント等により、日本
のG空間社会を支える最先端
の技術やサービス等を紹介し
ます 
 
  出展各者による高度で専
門的な展示を通じ、G空間社会
についてもっと知りたいといっ
た一般の方々や、情報収集を
目的としたビジネス層のニーズ
に対応します 

主催者：国土交通省 
（国土政策局･国土地理院） 

主催者：講演・シンポジウム等実行委員会 

G空間社会への理解を深めるための講演・シンポジウム、G空間社会を支える最新情報や研究成果発表、業界・技術動向の紹介
など、関係各団体によりさまざまなプログラムを実施します。 

主催者：国土交通省 
（国土政策局･国土地理院） 

 小・中・高等学校教員の方々
を対象に、タブレット端末やGPSを
用いて、デジタル地図を使った授
業づくりの研修会を行います 

 自治体職員、NPOの方々を対
象に、G空間情報を活用した地域
支援活動やオープデータに関す
るセミナー・研修会を行います 

 子供から大人までが楽しめる、
G空間情報に関連する各種体験
イベントを行います 

 協力団体から推薦された、児
童生徒が作成した地図作品を展
示し、その取組を紹介します 

 G空間EXPOのイベント企画と
日本科学未来館の常設展示を、
解説員と一緒に巡る会場ツアーを
行います 

 G空間情報に関する独創的
なアイデア、ユニークな製品、
画期的な技術等を持つ中小事
業者、ベンチャー企業、大学・
研究機関等による展示やプレ
ゼンの機会を提供し、関係者
間の交流を促進します 

 
 展示やプレゼンを行うプレ
ゼンターは一般公募し、選考の
上決定しますプレゼンターには、
会場においてアイデアや製品
等の展示やプレゼンを行ってい
ただきます 
 
  優秀な展示やプレゼンへ
の表彰も行ないます 

主催者：測量関連4団体 



Webサイト事例(１) 
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マップonしまね(島根県統合型GIS) 
http://web-gis.pref.shimane.lg.jp 

島根県航空写真 

森林GIS 

拡大図 



Webサイト事例(2) 
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いわてデジタルマップ（森林基本図） 
http://gisweb.pref.iwate.jp/guide/map/shinrin.html 

拡大図 
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京都府・市町村共同 統合型地理情報システム（GIS） 
http://g-kyoto.gis.pref.kyoto.lg.jp/g-kyoto/top/ 

Webサイト事例(3) 



Webサイト事例(４) 
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Google 航空写真 
http://maps.google.co.jp/ 



Webサイト事例(５) 
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YAHOO! 地図 航空写真 
http://maps.loco.yahoo.co.jp/maps? 



Webサイト事例(６) 

56 

goo 地図 古地図 昭和22年 
http://map.goo.ne.jp/map.php?MAP=E139.45.19.140N35.41.26.100&ZM=8 



国土地理院空中写真閲覧サービス 

空中写真 保有枚数 

カラー ６４５，４４８ 

モノクロ ４６１，３４４ 

米軍 １５０，００１ 

米軍ワイド ３，０８６ 

陸軍 １９，２２８ 

公共測量成果（沖縄県） ３，２６４ 

カラー(国土計画局撮影) ３９７，４０７ 

総  計 １，２８２，３７１ 57 

平成２５年３月３１日現在 

国土地理院 地図・空中写真閲覧サービス  http://mapps.gsi.go.jp/maplibSearch.do 



（参考）GISなどのホームページ 
GISポータルサイト 

http://www.gis.go.jp/ 

国土交通省国土政策局GISホームページ 
http://www.mlit.go.jp/kokudoseisaku/gis/index.html 

地すべり地形分布図データベース 独立行政法人 防災科学技術研究所 
http://lsweb1.ess.bosai.go.jp/  
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（参考）地理空間情報関連ホームページ 
地震調査研究推進本部 

http://www.jishin.go.jp/main/index.html 

地震ハザードステーション 
http://www.j-shis.bosai.go.jp/ 

海上保安庁 海洋台帳（海洋政策支援情報ツール）  
http://www5.kaiho.mlit.go.jp/kaiyo/ 
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ご清聴ありがとうございました。 
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